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序　　文

　2013 年度における科学委員会の主な活動をまとめると、以下のようになる。

１．種目別サポート活動など

　競技会を対象としたバイオメカニクス研究活動を、IAAF グランプリ、日本選

手権、などの競技会において行い、競技会終了後、各種目担当の強化委員と連

携して、選手へのフィードバックを行なった。また、モスクワ世界陸上におけ

る支援活動及び国立スポーツ科学センターや強化合宿時の体力や技術測定及び

データフィードバックを行った。

２．ジュニア選手に関する活動

　大分インターハイにおいてこれまでと同様に VTR 撮影、タイム分析及び入賞

者を対象とした障害や栄養に関するアンケート調査を実施した。（本連盟科学

委員会の HP に活動報告書を掲載）。本年度は調査内容を改訂し、心理面に関す

る項目を充実させた。

３．マラソンの暑さ対策に関する調査研究活動

　リオ、東京オリンピックを見据えた暑さ対策に関する活動として、強化委（中

長・マラソン部）と連携し、北海道（男女）、福岡（男子）、びわこ（男子）の

各マラソンレース及び士別合宿（男子）において調査活動を行った。日本人招

待選手を対象として、レース前後の体重、耳管温などを測定し、暑さに対する

影響やマラソンが生体へ与える負担度等を明らかにし、夏場のマラソンにおけ

る対応策を構築していく予定である。

４．タレントトランスファー及び発掘ワーキンググループ

　東京オリンピック、ポスト東京を見据えたジュニア選手の種目転向、発掘に

関するワーキンググループを設置した。強化委、普及育成委と連携し、これま

でに収集されてきた体力データやトップ選手の履歴からトランスファーマップ

（種目転向の道しるべ）を完成させる予定である。

　2013 年度は役員改選の年となり、科学委員会のメンバー構成も若返りが図ら

れ、強化委員会には各部で科学スタッフが配置され、これまで以上に密接に連

携した活動を精力的に行うことができた。すなわち、強化現場に密着し、個別的、

実践的なデータ収集と即時的フィードバックに重点を置いた活動である。本報

告書では 2011 ～ 2013 年度にかけて実施された 15 編の活動報告を掲載してい

るが、さらに充実した情報発信となるよう努めたい。今後は、強化委、普及育

成委及び医事委と緊密な連携を図りながらリオ、東京オリンピックへ向けた戦

略的かつ包括的な選手強化支援活動をより一層、充実、発展させていく予定で

ある。最後になりましたが、科学委員会の活動に多大なご協力をいただいた関

係各位に深く感謝申し上げる次第です。

科学委員会委員長

杉田正明



平成 25 年度　科学委員会メンバー

杉田　正明 三重大学教育学部保健体育科

松尾　彰文 鹿屋体育大学

榎本　靖士 筑波大学体育科学系

持田　　尚 公益財団法人横浜市体育協会

柳谷登志雄 順天堂大学

三浦　康二 成蹊大学

杉浦　克己 立教大学

田内　健二 中京大学

高松　潤二 流通経済大学

広川龍太郎 東海大学国際文化学部

山崎　史恵 新潟医療福祉大学

瀧澤　一騎 北海道大学高等教育推進機構

森丘　保典 日本体育協会スポ -ツ科学研究室

小山  宏之 京都教育大学

佐伯　徹郎 日本女子体育大学

山本　宏明 北里大学メディカルセンター

岡崎  和伸 大阪市立大学　都市健康・スポーツ研究センター

門野　洋介 仙台大学

久保田　潤 独立行政法人日本スポーツ振興センター

鈴木　　岳 ( 株 )R-body project

須永美歌子 日本体育大学

髙橋　恭平 熊本高等専門学校

松生  香里 東北工業大学

松林　武生 国立スポーツ科学センター

真鍋　知宏 慶應義塾大学スポーツ医学研究センター

※所属は平成 26 年 3 月末現在
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